
           

 

 

 

 

 

 

 

「ターニング・ポイント」 

学校長   江尻  巧 

清高通信 令和４年度 第９号 １月１５日 

彩雲 
      通巻 １２３号 

  あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。 

年末年始のこの時期いつも「今年こそ○○するぞ」などと大きな志を抱くのですが、なかなか達成する

ことなく、この年になっています。ただ、新年を期して新たにスタートしようとする人は私のほかにもい

るようで、初詣の映像には勇気づけられます。 

さて、何かが大きく変化した転換点をターニング・ポイントと呼びますが、人の成長にとってとても大

切なものです。にもかかわらず「あなたの人生のターニング・ポイントは」と聞かれ、「はい、私の場合

は○○です」と即座に応えられる人は多くありません。仮に何人かが応えられたとしても人それぞれです。

ただ私の経験上「あの試合に負けてから意識が変わった」とか、「あんな恥ずかしい思いを二度としたく

ないから気をつけてきた」など、他人には言いたくない、忘れてしまいたいような、人にとってかなりマ

イナスの出来事が多いように思います。できれば避けたい、起こってほしくない出来事は、辛く、悲しい

思い出となるかもしれませんが、人を成長させる力を秘めています。その時、感情に任せ記憶の彼方に押

し込んでしまうか、それとも意思をもって改善に踏み出すか。これでターニング・ポイントになるかなら

ないかが決まります。簡単なことではありません。でもその出来事が大きいほど乗り越えて得られるもの

も多くなります。生徒には是非とも果敢に、これからやって来るであろう挫折や負けるという現実、自分

の嫌らしいところに正面から向き合い、ピンチを良い機会にできるよう取り組んでほしいと思います。人

は、自分の弱さや醜さを認めた時から、強く、美しくなると言われています。何年か後に自分自身を振り

返った時に「あの時がターニング・ポイントだったのかな」と思えるような挑戦を本校生徒に期待します。 

「今年こそ…」を繰り返している自分に、少々考えるところもありますが、成長に向かう意欲をまだ無く

していないことをプラスと考え、自分自身をいつも励ましています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         以上。 

11月 11日（金）後期中間考査最終日の放課後に帯広畜産大学への見学ツアーを実施し、１年次生４名、

２年次生８名の計 12名が参加しました。大学内を見学することで上級学校へ進学した際のイメージを持

ってもらうために初めて実施した取組です。大学に到着してすぐ学食を体験しました。生徒にとっては初

めての経験だったようで、注文や代金の支払い方などに困惑する様子も見られました。昼食後には大学担

当者による説明を受けながら、バスで構内を見学。さらに、校舎の中で大学の詳しい説明を聞きました。

図書館ではその蔵書の数と備品に生徒は目を丸くしていました。生徒からは、見学を通して学生生活の一

部をイメージできたという感想が多く、中には畜大を志望したいという生徒も現れました。今後も幅広い

視野で進路選択ができるよう、様々な企画を実施していきたいと考えています。 

 終わりになりますが、今回バスを利用させていただきました清水町教育委員会に感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

帯広畜産大学見学会   進路指導部 
   

帯広畜産大学構内            学食での昼食       担当者による大学についての説明         学内見学    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【2月】 

 10日（金）推薦入学面接日 

 13日（月）～17日（金）下宿先訪問週間 

 15日（水）～17日（金）年次末考査 

28日（火）卒業式予行・同窓会入会式 

【1月後半】  

16日（月）全校集会 

  21日（土）総合学力テスト（1・2年次） 

  27日（金）～31日（火）卒業認定考査（3年次） 

 

今今今後後後ののの行行行事事事予予予定定定    

11月 29日（火）生産技術系列産業分野 3年次生が清水小学校を訪問し、『木工教室』を開催しました。

対象は清水小学校 2年生 2クラス。生徒達は、この日のために林産物利用の授業を中心に木製のパズルキ

ット約 50 個を製作しました。当日は本校生徒が組み立て方や遊び方を説明し、児童がキットを組み立て

て「スライドパズル」を完成させました。スライドパズルはピースを動かしてゴール穴からピースを脱出

させるもので、完成後、児童は自分で作ったパズルで遊び、「やった、ゴールできた！」「難しい～」など

の声を上げていました。 

 実施後、生徒は「トラブルがあって慌てたがなんとか対応できた」、「苦労したが楽しそうにしてくれて

良かった」と振り返り、また、「もっと上手く説明してあげたかった」、「今回の反省を次に生かしたい」

と今後の交流や製作に意欲を見せました。 

 

 

         

清水小学校木工教室   生産技術系列産業分野 
   

11月 24日（木）清水町文化センターで「しみず「教育の四季」子どもフォーラム」が開催され、本校

からは生徒会執行部 9名が参加しました。「ふるさと清水町の未来」をテーマに、清水町内の小・中・高

各校の提案をもとにグループワークを行い、各グループから提言発表を行うなど、活発な議論が交わさ

れました。地域の方々との世代を超えた交流の中で、新しい気付きや発見があり、自分の周囲だけでは

なく社会との繋がりを意識することができる非常に有意義な時間となりました。 

 

 今回の子どもフォーラムを通して、清水町の良いところ

を改めて知ることができました。また、他の年代の方々と

意見交換をし、清水町の未来について深く考えることがで

きる良い機会になりました。     【２Ｃ 菅原拓人】 

 

 

 

しみず「教育の四季」子どもフォーラム   

グループワークの様子 

組み立て方を説明している様子（1枚目）    児童と一緒に作業中（2.3枚目）    完成したパズルで遊んでいる様子（4枚目） 


